








多摩の野草 
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キンポウゲ科 

ア X 7 イチゲ 撮影：宮城六郎 
ュリ科 

ヒロ八アマナ 撮影：野嶋好雄 

キバナノアマナ 撮影：渋谷綾子 

関東各地で見られるアズマイチゲは、 

日が当たると全開する。東京の郊外で 
は春分の白のころに咲く。アズマイチ 
ゲの白い清純な姿に魅せられて、每年 
同じ場所に通っているが、訪れる日が 
晴れている口だけとは限らない。 

S っている H には半開き、雨の日に 
は閉じてしまうというむずかしい花で 
あることを知った。 

このころには、 ユリ 科の ヒロハアマ 
ナ、キバナノアマナ、 などが次々と咲 
き揃うので俄に忙しくなると同時に、 

楽しみの季節でもある。 


アズマイチゲ 


ヒロハアマナ（左） 
キパナノアマナ（右） 


宮城六郎と自然写真の会 
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口田、立川通りを使っておられる方にはお明染みであろう，大野サイクルさん 
のマネキン人形 • もともとは15年ほど箱に、苎畤流行したアニメの分塒人物が 
描かれた子供明0転車の 8 C 伝のために面かれたものだそう。当初は、アユ/に 
出て来るままの衣装をまとっていたが「女の f だからお洒落してあげないと j 
と，倍子さんか•管段着を用意し希せ费え始めた今«在は片に2〜 3 K ご土人 
の式 H さん （79) やお嫁さんのとも子さん （48) も手伝って衣装替えをしてい 
る c 艰は折々の李節にあわせ、バッカリ市などでリサイクル拈を安く麻ん可 
愛い••係娘"のためにあれこれ进ぶのも楽しみのひとつだと倍子さんは笑う- 
r 大野サイクルと苒ってわからない方でも 1 ■お人形さんの白紜車と9えば 
すぐわかづてくれます j 人形は家族の一«として、玢板娘のお投を立派に勘め 
ている《 


えくてびあんレポート 

大野さんちのお擦さん① 


〜冬から春へ〜 


人野サイクル（商松町3丁 H ) の店頭に立ってもう15年。すっかり人野 
家の末娘となってしまった彼 U が、 春をむかえて軽やかに衣がえです。 
おばあちゃんの倍子さん （75) のお > i 立てによる〇慢のコレクションを 
披鏺してもらいました。そういえば、彼女にはまだ名前がありません。 
でもそれは、ちっとも悲しいことではないのです。なぜなら、彼女を愛 
する近所の人たちが、めいめい自分だけの名前で呼びかけてくれるから。 
どうやらすでに、彼女は自転ホ■さんの看板娘から、立川通りの看板娘 
になっていたようです。 
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1997 • 3 •丨（月丨回発行) 


月刊 • え<てびあん-立川と®ろラ • 立 JII に生きよラ 


通巻 152 巻 


え < てびあんエッセイ# N 049 


-番 BT6 丁目 c 逢桁 r イチロク fe 在 j の 格バーマン金場.パー「タイム. 

大久保著さん • ■ブル j 7 スター，森田*珀さん， 



I «釗》の古朗ひろさんからお乎製の掛 W 
をプレゼント.三 0 «含さん. 








〜12年目の『ベスト立川人•展』が教えてくれだもの〜 

新春恒例「ベスト立川人•展 j が今年も丨月14日からの9日間、駅ビル•ルミネギャラ 
リーで催され、盛況のうちに終了した。今年も初日の夕刻からはオープニングパーティー 

が開かれ、新旧あわせて百名ものベスト立川人が集合。終始和やかな交流がくりひろげら 
れた。時代の風に乗って輝きを放つのも良し。しかし周囲にとらわれず、親々としながら 
も力強く自分を表現している人。今年登場した方の多くからそんな香りが漂う。駅周辺を 
中心に刻々と生まれ変わる街並。だが立川気質は決して変わることはない。12年目の「ベ 
スト立川人•展 j は静かで、そして熱かった。 
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〆 ムふ 

人がゐて、街があります。 

#• あなたがゐて,立川があります。 

/ そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

• リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 
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綿町。とある印寒店の贤に貼られた貼紙である u 典赤な台舐 
に乎文卞で「運がひらける印逍を作るといわれたらそれはサ 
ギだ j と網子は极やかではないが、よくよく考えたらこれは 
至椒，然のこと。当たり前のことをこうしてわざわざ貼舐に 
せざるを得なかった卯主人の心中、寮して余りあるものがあ 
る0しかも， fc ともと S •板や店頭の贴紙というものは店の性 
格や氕 S を語るもの。この貼紙がやたら目立ってしまう t い 
うご時勢、「当たり前」がむずかしい n 
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五： n 市街 ifl 沿いの fcfl 地に•できた^時から 
住んでもう三十年になるらしい•団地の真ん 
中にある広場で先月三十周年の記念行事をや 
C ていたから間逢いない •« 品が出るという 
のでしばらく付き合つていたがクジに外れて 
しまつた。で供たちもここで宵つたからすつ 
かり立川人なのだが，パスは国立へでるし、 
あまり住民®激の.ないままそれでも01つ M I 
の§1も起こらずにまだ 2 DK にいる" 

団地の 2 DK というのは•子供が三人 t い 
るとまるで映画でみる潸水艦のなかみたい1: 
なるのだが' そんなところで奇跡のようにさ 
つばりと*らしているらしいと住宅雜誌の取 
H の話があった。情けない a なのでお断りし 
たが，近くの芙術大学の建築の光生が学生を 
* れて見学に米たこともあった•公 blltl : 宅の 
尚型が保たれているよいサンブルなのだそう 
だ-確か(:入居当時のまま手を人れるゆとり 
はなかつたが•まるで文化遑産のようにいわ 
れてこれも«けない” 

狭さを嗅いてもしようがないから、 T - 供が 
大きくな〇た頃には i £< l : 小さな家を悄りて 
仕事はそこです&ことに I た。^人の榷檄り 
の機械も3611ど入つてたちまち物.*みたい 
になったが、風呂場を利 W できたので、£さ 
を^にすることなく小さな活版の設偏も£け 
た。活版印制というのは、身近かには街のハ 


志 

健 

溝 

横 



ン n 屋さんの店の片隅で名剌など刷つている 

あれのことである"もうひなびた街でしか£ 

かけない。私ら人に頼まれて、たま<:は名剌 

や抶拶状などを刷ることがあるが，印刷,41の 

ふりを架しむ個人的な遊びである*デザィン 

とその教搿に関わつてきたから、お医?5-さん 

が^をかくょうに朗らかには割り切れないと 

ころが後ろめたい。 

いまでは，子供もいなくなつた«地馨らし 

の近況を、8ポィント{文#^の字の人きさ} 

の活字で組み，菜奔の大ささに石1枚はど刷 

つて活版にウンチクのある仲間などに811つて 

いる"ワ—ブロで打てばわけない拙文を*予 

問ヒマかけて活字で«るこだわりは•活版の 

味わいとか文化の継承といつた人げさなこと 

ではない。印刷の^純な仕組みと手の掛かり 

ょうが、親しい人への问地-«0しの報告には 

丁度ょいのだろう。 

たとぇば•澜 is を造つて rM 地綿」という名 

nli を付けたとか、外国人が泊まつて可笑しか 

つたといつた他愛ない姑なのだから•こんな 

ごく内 te の话でも活卞に lit むことで人ごとみ 

たいな振りができるということかもしれない。 

いづれに L ても、もう虫メガネを使わなけ 

れば字を拾ぇなぃし、*せ我«に似た老人の 

荣 I みになつてきた"「八ポ便り J の三 ily ' 

は、 ttn <: 当たつた描^きでヨー D クバ枨行 

をする活になつている。 
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13 3 C 。 たま 

L / L ギヤラ y 

» 丨で拖された 
『第3问ァ— 
卜 *95 Mil : て、 

乃作ぞ6いの 
中にひときわ唉かな想触を残 tfr 
品を発 li した”よ I •次：：；>の我紙 
はこちらをお fft り I よぅ t 作名名 
を^るとな A - o - x - lIJ 学さん (f 
町.本誌の表紙では阼年 4 H 号以 
来、':«!:の©巧どぅや6大山 
さんの作品にはる ■•«- に •# を S 
じさせる「何か j があ^よラだ。 

中学校で类術の教鞭をとりなが 
4創作に wljt / 大山さん“「休みの U 
にはのんびり空を眺めていが 
多い」と語る•大:^の卜にす-〇く 
t そびぇ*つ塔は，上背•八 L セ 
ンチ，垃身の大山さんの姿と^:然 
<:だぶつてしまぅ。*を感じさせ 
る「何か」とは•きつと慌ただし 
い中话の屮にぼつかりと®き忘れ 
た • ®** L い♦受け身•の時 IB 1 な 
のかもしれない" 



真如苑だより 


新*、立# •¥# と•奍が名前 
を变えながらゆつ くりと® i らんで 
いくよラに、新しい季節への希望 
がどんど/ I 膨らむ三 H は*:！:時に 
I めくくりの n でもあります ■ 

新スタートを元 H にふみ出せる 
よぅに •# の- A 如苑で静かなひ t 
時を御一捃 L ませんか” 

.■: D 時 3 n 19 H 揪 

2時〜4時 

_»本枝，«如审物肪をはじめと 

して映！：など盛りだくさんの) H 尨 

がしてございます ■ 

_お 中し込みは「えくてびあん. 

コンバニオン」{本 ri をァ渡してく 

れた人》へ。 


東風 

先：：：：も HCIK ミスを犯してしまっ 
た。ミス iu 治に妙案 U ないもので 
あろうか•鈴木問郎さんのエッセ 
—17¢ん牛•さんのきせる j の中に 
3つも！ SW があると桁摘されて， 
わがザル！：：：さ加減にあきれるばか 
りである”ザル：！：：とは • 畝卞 1 K . 卞 
を nlK もなくこぼしてしまう、 
班な I のザルのようなものである 
t いうポいである ♦印 №1所から刷 
り物が出來 h が r て，敁初に手に 
するのは編*:-*である。手にとつ 

て，たまたま； n が frr た先 Ir . nn 植 
が、怒然としてアグラをかいてい 
る"とがある。単行本の場合•ア 
トランダム1:開いた K {: 誤 W があ 
り•この分だと一跗の中1:は jfite 
だ•り H かと思えば* M 初に兒〇け 
た：ヶ所だけという塌合もある- 
ごと!:なるが大 * T * の名转 
矜扠•格) II •义姐充1:に序文を明裁 
L て、尺切な文条なので T 卑に柃 
IF . を1.また?/|:.¥にも3?ていた 
だいたが •.»>] り上がってパラパラ 
ッと H をめく- , J てみると「谷3 rira 
一郎」が，谷川利一郎」になって 
いる。校 IU ミスは5¢びて済むとい 
う性 PX のものではない。これ程「あ 
との祭」的なものはないであろう A 
♦^郎 さんのエッセ—は名文であ 
るうえに力作であり' 説む «- を^ 
き忖けてやまない。志ん牛：にちな 
んで未のお锒さん|:「志生-1*」さ 
ん t 命名する»悛のフレ—ズなど 
は，思わずはろりとさせられ6。 
嗚呼、热 W さえな0ればなあ 争ん 
くてびあん開かずにあり作 «i 
0 

•:Mml 也田降^小林表史鼷川 bt 4clesJI 
uis®7 松本 C か二大鑷■久典 
<5真)天舒戥#:板_明井上《治 

スタジオ？69中竹#:£$伞 


ず 

ら 

fp 

度 

卜 


今¥で12回： m をむかぇた『ベス 
卜立川人 •«,, は•新装になった 
» r . 川駅ビル•ルミネギャラリ—(: 

おいて1月14口から催された。今 
年ご登場いただいたのは15人と2 
グループ。その皆さんと、かつて 
ご9場のベスト立川人 OB が一同 
に会し、初 u の夕方から¢1例の才 
丨プニング•パ彳テイ—が開かれた。 

が例年と$わつた閉係で， 
定刻ょりやや遅れてパ—テイ—は 
スタ—卜9しかし、 tr 川 rfj 良 _ ft 
木久さんのご挟 Irm 例となつた 
|二田筠*さんの音頭にょる矻杯と 
絃くと•すでに会場はすっかりい 
つもの* - ft 川人•展パ t テイ— • 

の空 51 と化す。場所が变わつて t 
「タチカワを称えよう」という ; ta 
いのもとに案まつた入ばか I 
IW にして交奴の場は盛り上がりを 
a せる0和やかな苏闽氕の中に， 
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〇〆| 仝場の彼方此方で熱い立川拔教が !- V 力 

〜ひろげられハ、 ^ p , 
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よいよ* £- もたけな6となつた 
頃、本誌镉 mfe より今年ご登場の 
ベスト立川人の紹介が始まつた" 
バラリンピック水：冰で堂々铜メダ 
ルを捜？ r 舟木^ a^ (采町}は 
お^さんと出！,V;◊その栄炷に惜し 
みない拍手が贈られる•：母年吃 
の t 頭をとつてくださる*田； gf-ft 
さ/Vは•今^は1 ';lfe 目のベ 
スト立川人として®場。立 

川文化の大黑 It の rf 在でパ 

|ティー令 I4C の空? fl はさら 

に溫もりを增す••矜いチヤ 

レンジ怙 W で毎年^銥を塗 

りかぇる昭和第；卞阳栈域 

研究部(栄町)の•曲々は立 

川人 • ® の常連_この=：の 

ために考案IたといラXぺ 

シヤルマジックを披撂して 

くださったのは膝武十さん 

二*町 r 『無庵."ご^人 

竹内洋介さん(墦叮 ) が登 

垛すると時ならぬ*交談莪 

が始まり tt 内さ•んに W 問が 

殺到，その熟^冷めやらぬ 

まま、立川に久々現れた本 

格バーマン森田忠祐さん 

(嗶町> が紹介される"50 

年近くもの.*月をかけ门^ 

百名 III を踏破Iた小安柰さん <L 

砂町)*市民映画祭で映写檐を操る 

筋金入りの根械好き、池畑泰夫さ 

ん二|&町>。 X* ホーツダンス界に 

1:£、力する守 E： 文夫さん(羽衣町〇 

都格»子コンク|ル優勝，立川綿 

瞵子迚(链町》からは代衣で小川 

芳明さんが出席してくださった* 

人久保理さん二®町)はわが町 

の「駐在」さん。1 B 後に•屁年た 

つた一人で夜：一：りを*£ける五— E 

タカネさんが® ST 拍手の中にこ 

の D 出席されたべスト立川人のご 

紹介が終了した" 

パ—ティー W 公の1日葉はこ n も 

例年通り谷川水卓さん U また来年 

会いましようの S 葉で和やかな夕 

ベは m« となつた。 

様々な分 IF からの登場は例年の 

ベスト立川人•展と同様だが、今 

年特3■すべきは • 6分の「歩昭 J 

を確 •>< に持つている方ばかりだと 

いうこ t。 変化のスビ—ドが速い 

現代(:あって常に a 分を a 失わず 

にいること li 容易ではない。今年 

登場の方々は哲、それを sa 々とや 

つてのけている*日を ia うごとに 

変わっていく立川の衍並だが、こ 

街の面&さは決して変わらない。 

そう確信させられる今¥のべスト 

立川人•展であった • 
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泉町！！ 士保町 


砂川町 


t お詫びと訂正〕 

先 fl 号，えくてびあん »JL 
ツセィ「志ん生さんのきせ 
る J の中に"热紀がありま 
した。本文二行目「一九 1 L 
四¥」とある所は「一九五 
七年/本文十一行目「金牛」 
は「令生/本文後ろから五 
行 B 1鉛色」 U 「飴色」の 
祺りでした。お詫び L て訂 
正させて 1 S きます。 
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絵•文中西章(若葉 s 

【モンキチョウー 

« 筠目シ □ チョウ科 
雌は白い。幼虫 Q 食草はシロツメクサ、ニセ 
アカシアなどのマメ抖植物。年に四、五回発 
生し、早春の三月タンポボの花の咲く頃から、 
秋おそく十一月頃まで各種の花で吸蜜し、 
幼虫で越冬する。口当りの良い草原が好き 
で、公園の芝生や、畑、河原に多い。地表附近 
を尚速で飛ぶが、花に止まる時は翅を閉じ 
て、 ゆっくりと 吸蜜するので、近づいて、観察 
出来る。緑色の眼、翅の緑のピンクなど美し 
いチョウである。以前は「オツネンチョウ/越 
年蝶，と呼ばれ、成虫で越冬すると思われて 
いたが、最近、幼虫越冬と改められた"昭和 
公豳にコスモスの花が咲く頃、花上にとび交 
ぅこの チョウを梅年見に行くのが一つの楽し 
みである。 











